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「子どもからもらう物」 

 

 ６月に入り、新型コロナウイルス感染拡大防止のため音楽集会や他校との交流学習を延期にす

るなど、児童生徒の教育活動にある程度の制限をかけなければならなくなりました。 

しかし、そのような中でも子どもたちは毎日元気に登校し、規律を守りながら笑顔で学習に励

んでおります。教育計画に基づき、真の子どもの学習権が保障される日が早くやってくることを

切に願っております。それまでは保護者の皆様のご協力を得ながら、できる限りの工夫を凝らし、

何とか凌いでいこうと考えております。 

 さて、私は出張の日を除いて毎日各教室を回っております。目的は次の３つです。 

 

   １．子どもの様子を見るため 

   ２．教師の指導の様子を見るため 

   ３．教室の環境（安全・安心）を見るため 

 

 しかし、実はもう一つの目的があります。 

それは、私自身が子どもたちから「元気」や「勇気」をもらうためです。 

 子どもはエネルギーの塊です。それはドアノブに手をかけた瞬間から感じることできます。特 

に小学部低学年は新品の乾電池を入れたおもちゃの車のように「元気」にあふれています。ド 

アを開けた瞬間、私を見て「ニコッ」と笑顔で返されると、少し古い表現になりますが「ビビビ」 

と電気が流れたような感覚に襲われます。 

 また、真剣な眼差しで頭を抱え、一生懸命に問題を解こうとしている小学部３年生以上の子ど 

もたちの姿をからは、チャレンジすることの大切さ「勇気」をもらうことができます。 

 さらに心も身体も半分以上は大人である中学部の子どもたちからは、「逞しさ」のような物も 

感じ取ることができます。 

 以前、先輩の教師から「先生とは、先に生まれた者という意味だけでは無く、先を生む者を育 

てる者という意味だ。だから、子どもたちは先生と呼んでくれるんだ。」と教えてもらい、妙に 

納得したことがありました。 

明日もこの「先生」と呼ばれる理由をしっかりと噛みしめ、多少の感電も我慢しながら教室を 

回りたいです。 
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         「授業参観会・保護者会のアンケート結果を受けて」 

 ５月８日（土）に開催した授業参観会・保護者会のアンケート結果がまとまりましたので、保

護者の皆様にお伝えをいたします。 

＜授業参観の満足度＞①満足 ②おおむね満足 ③やや心配  ④不安 

                  満足←   →心配・不安       （人数） 

 ① ② ③ ④ 合計 

１．授業の様子 ８８名 ５１名 ３名 ０名 １４２名 

２．子どもの様子 ６６名 ７１名 ５名 ０名 １４２名 

                                    ※無回答２名 

 満足度 

１．授業の様子 ９７．８％ 

２．子どもの様子 ９６．５％ 

＜自由記述＞ ※ →（学校側の回答） 

○「授業を理解しているかどうか」「進路についての心配」→ 遠慮することなく各担任にご相談ください。 

○「時間割を紙で配布してほしい。」  

    → このご意見については複数の方からご意見を頂きました。以下の３つ趣旨からご協力ください。 

     １．経費の節減 

     ２．連絡業務の効率化 

     ３．児童生徒に自分の予定を管理する力を身に付けさせる。（連絡ノートに予定を記入） 

○「現地の会社が休みの土曜日にしてほしい。」 

→ このご意見についても 「開催の時期」も合わせて様々なご意見を頂きました。 （※逆にこの日が良いというご意見

もありました。）中国における来年度の祝日は毎年１２月に発表されます。各行事については総合的に年間行事の

配置を考える中で検討させて頂きます。※必ずしも保護者の皆様の希望に添えない場合もあります。 

○「修学旅行の説明会の在り方について」 → 来年度に向けて検討いたします。 

○「修学旅行の経費支払いの在り方について（電子払い）」  

→ こちらについては旅行会社の判断になります。要望については旅行業者に伝えます。 

○「ロイロに学級懇談会の資料が上がっているかどうか知りたい。」  

    → 懇談会に出席できなかった保護者の方には、既に資料を配付いたしました。 

○「バスストップやルートについての提案」 

      → バスのルート編制についての具体的なご提案を頂きました。関係者で検討しましたが大規模なルート変更やバス

ストップの変更はバス会社との契約の中では難しい状況にあることが分かりました。年度毎の現状の中でバス会社

の意向も踏まえてバスを運用することになります。ご理解ください。 

○「机の高さが子どもに合っているかどうか。」 → 現状を確認し既に対応しました。 

○「教師のホワイトボードの字や声が後ろの席の子どもに届いているかどうか。」 

     → このようなご意見があることを全教職員で確認しました。 

○「体育館での保護者説明会で校長先生の声がはっきりと聞こえなかった。」 → マイクの調整も含め気をつけます。 

○「授業参観の案内図の掲示について」 → 当日は４カ所に掲示しておりましたが見づらかったようです。来年はもう少し

見やすい場所に掲示をいたします。 

○満足度の算出方法 

 満足（①②）― 不安（③④）＝ 満足度（％） 

      １００ 


